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目的 :びまん浸潤型大腸癌は比較的まれで,そ の予

後はきわめて不良のことが多い1)。そこで,Proliferat‐

ing Cell Nuclear Antigen(PCNA)を 用いた免疫組

織化学的解析で 4型 びまん浸潤型大腸癌を,他 型の大

腸癌と比較してその生物学的特性を考察した。

対象と方法 :1991年より92年 5月 までの大腸癌切除

例29例と非切除剖検例 3211を対象とし,ホ ルマリン固

定の組織切片を用いて,増 殖期細胞の核に特異的に存

在するPCNA2)に 対するモノクローナル抗体 (DAKO

社)で , 酵素抗体法 (avitdin,biotin complex inethod)

による免疫組織化学的染色を行い,光 学顕微鏡で腫瘍

細 胞1,000イ固中 の PCNA陽 性 の 占拠 率 (labeling

index,LI)を算定し,肉 眼型めおよび組織型め別に比較

検討した。

結果 t肉眼型 1,2,3型 の LIが ,お のおの260±

10.2,38.1±143,31.4± 10.4%の値に対し, 4型 は

45.5±3.9%と 高値で,かつ,T testにより4型 と1型

および 3型 との間に有意差 (p<0,05)を認めた (Table

l),各 型 ともLIは 転移巣で原発巣 より高い傾向に

あっが, 4型 ではさらに高値であった。59歳女性の 4

型大腸癌剖検例では,原 発巣の L147.8±5.9%に 対

し,転 移巣の肺で51.0±5.2%,骨 63.8±4.4%と きわ

めて高かった.

考察 :4型 びまん浸潤型大腸癌は,病悩期間も短く,

病態の進行は迅速であることが多い。その要因には,

腫瘍細胞の分化度が低 く,lymphangiosis type,scirr‐

hous typeなどリンパ管侵襲は著明で,間 質に強い繊

維性結合織の増生を伴いつつびまん性に増殖する組織

学的特性を有し,か つ PCNA陽 性の増殖期細胞が多
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Table l Labeling index or frequency of PCNA

linmunoreactive cells by gross and histo10gical

classincations in 29 resected and 3 autopsied

cases of the c01on and rectum cancer. Higher

PCNA labeling index tends to be related to

dirusely inllitrative type

い点 も関与すると思われた。 さらに,転 移巣で, よ り

増殖活性が高いのも一因と考えられた。よって, 4型

癌の治療成績向上のためには,術 前の生検材料での

PCNAに よる癌の悪性度の評価が必要で,こ れが手術

術式や術後の制癌剤感受性試験に基づいた補助化学療

法の決定に非常に有意義になると思われた。
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